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要 約

本研究は、保育を学ぶ学生の進路選択の助言・指導に役立てる資料とすることを目的として、保育

のやりがいを感じるとき、保育の喜びや大変さ、将来はいつまで働きたいかについて、調査を行った。

具体的には141名の学生を対象に質問紙調査を実施し、テキストマイニングにより分析を行った。そ

の結果、学生は、子どもの笑顔や成長、子どもと信頼関係が築けることなどにやりがいや喜びを感じ、

子どもの命を預かる責任の重さや、一人ひとりを理解し、それぞれに応じた援助をすることなどに大

変さを感じていることが明らかにできた。これらのことは、領域「人間関係」に含まれる内容とも関

連があることがわかった。また、将来的に保育者としてずっと働き続けたいと回答した学生は12.1％

に留まっていた。

今後、学生を指導する際に、一人ひとりの子どもに向き合い、良い保育を提供することが子どもの

喜びや成長、保護者からの感謝につながり、またそれが自分自身の成長や保育のやりがいに結びつい

ていくこと、そのことが感じられるようになるには時間も努力も必要であることを伝えることが必要

であると考えられた。
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問題と目的

「子ども・子育て支援新制度」が2015年から開始

し、子どもの年齢や保護者の就労状況等に応じた支

援や待機児童の解消等に対応するための量的整備、

職員配置の改善や保育士等の処遇改善等による質の

改善が図られ、子育てを社会全体で支援する仕組み

が進められている。しかし、保育を支える保育士の

不足は解消されておらず、その原因の一端が保育士

の離職率の高さにあると考えられている。中でも就

職して早い段階で離職してしまう早期離職者が問題

となっている。

全国社会福祉協議会の「社会福祉施設の人材確

保・育成に関する調査報告書」（2008）1) によると、

正規職員として勤務していた保育士の離職時の年齢

は、20〜25歳未満が24.4％、25〜30歳未満が30.7％

となっており、あわせてほぼ半数が10年未満で離職

している。離職理由は、「その他」（37.5％）以外で

は、多い順に「家族の事情（配偶者の転勤等）」

（16.2％）、「出産・育児」（13.0％）、「キャリアアッ

プのため」（12.4％）、「体調不良（身体）」（10.0％）、

「人間関係の問題」（4.2％）となっていた。

また、文部科学省による学校教員統計調査

（2012）2) では、幼稚園教諭の離職総数11,401人

（2010年10月�日現在）のうち、25歳未満が30.5％、

25〜30歳未満が36.4％となっており、あわせて6割

以上が10年未満で離職していた。離職理由は、「そ

の他」（34.1％）以外では、多い順に「家庭の事情」

（32.7％）、「転職」（19.4％）、「定年（勧奨を含む）」

（6.5％）、「病気のため」（4.8％）となっていた。

厚生労働省が立ち上げた「保育士等確保対策検討

会」がまとめた「保育士等における現状」3) による
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と、「保育士における現在の職場の改善希望状況」

で挙げられていたものは、第�位が「給与・賞与等

の 改 善」（59.0％）、次 い で「職 員 数 の 増 員」

（40.4％）、「事務・雑務の軽減」（34.9％）、「未消化

（有給等）休暇の改善」（31.5％）となっており、平

均年収が他職種に比べて低く、人手不足で休暇も取

れず、雑務のしわ寄せがくるといった、労働条件や

職場への不満等が離職の理由につながっていると考

えられる。

また、最近は保育者をめざして養成校に進学した

にもかかわらず、「自分は保育者に向いていないと

思う」「実習に行って、保育者の仕事の大変さがわ

かり、自分には無理だと感じた」「他にしたいこと

が見つかった」などと、保育の勉強をしたからこそ

保育者としての適性や資質能力、責任の重さ、負担

感がわかり、保育者になることをあきらめる学生も

みられ、保育士不足の原因の一つとなっている。

待機児童問題や人材不足の深刻さから、保育士の

離職に歯止めをかける手立てとして待遇の改善や保

育士の負担を軽減するための体制づくりが図られて

いるが、保育士を続けるためのモチベーションを維

持するためには、職場の待遇改善もさることなが

ら、保育士という仕事にやりがいを感じることがで

きるかが大きく影響すると考えられる。

前掲の全国社会福祉協議会の調査4)によると、保

育士が「職場でやりがいを感じること」は、「専門

性が発揮できること」（55.2％）が最も高く、次い

で「利用者やその家族に感謝されること」（45.2％）、

「自分が成長している実感があること（人材育成・

研修制度の充実含む）」（33.2％）となっていた。「専

門性が発揮できること」は社会福祉施設に勤務する

職員全体の平均を24.2ポイント上回り、「自分が成

長している実感があること」は8.2ポイント、「利用

者やその家族に感謝されること」は3.8ポイント高

かった。また、社会福祉施設全体においては、勤続

年数が長くなるにつれて「専門性が発揮できるこ

と」「納得できる処遇・労働条件（給与・福利厚生等）

であること」「チーム、組織に貢献できること」の

割合が高くなっており、業務経験年数が長いほど

「専門性が発揮できること」「納得できる処遇・労働

条件（給与・福利厚生等）」の割合が高くなってい

た。

一方、「職場に対する不満」は、「労働環境（労働

時間・有給休暇等）」（39.2％）が最も高く、次いで

「処遇（給与・福利厚生等）」（38.0％）、「特に不満

はない」（28.1％）となっていた。これらの結果は、

全体の平均に比べて、「労働環境」（3.3ポイント差）

や「処遇」（12.1ポイント差）に対する不満は少な

く、「特に不満はない」は高くなっていた（9.1ポイ

ント差）。また、社会福祉施設全体においては、20

歳代において「労働環境」について�割以上が高く、

若い職員の労働環境に対する不満が高いという結果

となっていた。

つまり、保育士としての専門性が発揮できる、労

働環境や処遇がよいと感じるまでには10年以上の経

験を要していると考えられ、早期離職を防ぐために

は、専門性が発揮できる環境づくりや労働環境・処

遇の改善が求められる。

養成校としても、社会のニーズに応えることので

きる保育者を養成し、さらに保育者となってからも

学び続けることができるシステムを構築する責任が

ある。

そこで本研究では、今後の学生が進路選択で悩ん

だときの助言・指導に役立てる資料とすることを目

的として、保育を学ぶ学生を対象に、どのようなと

きに「保育のやりがい」を感じるか、保育の喜びや

大変さはどのようなところにあると思うか、将来は

いつまで働きたいと考えているかなど、学生の意識

について調査を行いたいと考えている。また、保育

の喜びや大変さは、保育内容と関連があるのか、あ

るとすればどのようなところに関連するのかについ

ても着目し、学生への指導に役立てたいと考えてい

る。

方法

�）対象者：Ｓ短期大学保育科�年生（女子のみ）

を対象とした。

当該短期大学保育科では、ほとんどの学生が幼稚

園教諭二種免許と保育士資格を取得し、選択した者

は児童厚生二級指導員、ベビーシッター資格を取得

している。また、卒業後は毎年約�割の者が保育者

として就職している。調査時点で当該学生はすべて

の実習（施設実習、教育実習、保育実習、選択した

者のみ児童館実習）を終えている。
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�）調査内容：「保育者としてのやりがい」につい

てのアンケート調査として、①仕事へのやりがいを

感じるとき、②保育の喜びはどのようなところにあ

ると思うか、③保育の大変さはどのようなところに

あると思うか、④将来的に保育者としていつまで働

き続けたいかの�点について尋ねた。「①仕事への

やりがいを感じるとき」と「④将来的に保育者とし

ていつまで働き続けたいか」については、西村ら

（2015）による「保育士のキャリアパスに関する調

査研究」5) での「仕事へのやりがいを感じる程度」

の項目を参考にした。

�）調査手続き：2017年12月、選択科目の履修者の

うち調査当日の出席者141名にアンケート用紙を配

付し、アンケートの趣旨、回答についてはコン

ピュータにより統計的に処理し個別名をあげること

はないことを口頭で説明して回答を求めた。

結果と考察

（�）保育のやりがいを感じるとき

「保育のやりがいを感じるときはどのようなとき

だと思いますか」と尋ね、「非常に感じる」から「わ

からない」の�段階の評定尺度について○をつけて

もらった。その結果が表�である。

「ア．自分の仕事で子どもが喜んだとき」「イ．子

どもの成長を感じることができたとき」「ク．保護

者から感謝されたとき」は「非常に感じる」という

回答が最も多く85％を超えていた。これらの結果

は、西村ら（2015）の調査結果とも一致するもので、

「自分自身の業務に対する評価ではなく、仕事の対

象となる保護者や子どもの肯定的な反応や変化と

なっており、保育者としてのやりがいに結びつく大

きな要素である」（田中 2015）と考えられる。

「エ．上司に自分の仕事が認められたとき」「キ．

他の職員との協働で目標が達成できたとき」も「非

常に感じる」という回答が最も多く60％以上であっ

た。これらは、自分自身の業務に対する評価や他の

職員との協働による達成感など、組織に属して働く

上で自身の存在感を認められたいという思いが表さ

れていると考えられる。

また、「ウ．自分に任せられた業務を全うできた

とき」「ケ．給料が上がったとき」「コ．役職が上

がったとき」も「非常に感じる」が最も多く40％以

上となっていた。先の結果は実習等での経験が影響

して高値になっていることが推察されるのに対し、

これらの結果については、保育現場での業務を行う

自身の状況についてはまだ想像がつかないことか

ら、先の結果よりもやや低い値となっていたことが

推察される。

「オ．責任の重い仕事や役割を任せられたとき」

「カ．新しい仕事や役割を任せられたとき」は「ま

あまあ感じる」が最も多く50％以上となっていた。

これらについても未経験であるため想像がつかず、

先の結果に比べて低い値となっていたのではないか

と考えられる。

（�）保育の喜び

「保育の喜びはどのようなところにあると思いま

すか」と尋ね、自由記述で回答を求めた。学生から

幼児教育に携わる者における「保育のやりがい」に関する調査研究 ― 3 ―

5) 西村重稀ほか 2015 「保育士のキャリアパスに関する調査研究報告書」日本保育協会

あまり

感じない

16（11.3)

わからない

69（48.9)ケ．給料が上がったとき

0（0.0)17（12.1)

全く

感じない

5（3.5)

まあまあ

感じる

20（14.2)

表�．保育のやりがいを感じるとき（％）

項 目

57（40.4)コ．役職が上がったとき

非常に

感じる

4（2.8)55（39.0)

0（0.0)0（ 0.0)124（87.9)イ．子どもの成長を感じることができたとき

3（2.1)53（37.6) 1（0.7)

35（24.8)カ．新しい仕事や役割を任せられたとき

0（0.0)1（0.7)4（ 2.8)49（34.8)87（61.7)キ．他の職員との協働で目標が達成できたとき

0（0.0)1（0.7)1（ 0.7)15（10.6)124（87.9)ク．保護者から感謝されたとき

0（0.0)1（0.7)5（ 3.5)40（28.4)95（67.4)エ．上司に自分の仕事が認められたとき

2（1.4)6（4.3)29（20.6)74（52.5)30（21.3)オ．責任の重い仕事や役割を任せられたとき

1（0.7)7（5.0)26（18.4)72（51.1)

0（0.0)0（0.0)1（ 0.7)19（13.5)121（85.8)ア．自分の仕事で子どもが喜んだとき

0（0.0)1（0.7)10（ 7.1)62（44.0)68（48.2)ウ．自分に任せられた業務を全うできたとき



得られた208件のデータを分析対象とし、計量テキ

スト分析システムKH Coder（ver. 2.00f）を用いて

テキストマイニングを行った。前処理を実行し、文

章の単純集計を行った結果、208の段落、417の文が

確認された。また、総抽出語数（分析対象ファイル

に含まれている全ての語の延べ数）は2,611、異な

り語数（何種類の語が含まれているかを示す数）は

267であった。

表�は出現回数が�以上の語を示したものであ

る。出現回数が最も多いのは「子ども」（192回）で、

次いで「成長」（104回）、「見る」（52回）であった。

また、出現パターンの似通った語（共起の程度が

強い語）を線で結んだネットワークを描いた（図

�）。なお、分析にあたっては、出現数による語の

取捨選択については最小出現数を�に設定し、描画

する共起関係の絞り込みは描画数を60に設定した。

図�は、出現数の多い語ほど大きい円で、強い共

起関係ほど太い線で描かれている。語の色分けは

「媒介中心性」（それぞれの語がネットワーク構造の

中でどの程度中心的な役割を果たしているかを示

す）を表しており、中心性が高い順にピンク、白、

水色で示される（図�では「自分」「成長」「近く」

「関わる」がピンク色で示されている）。

図�に示すように、中心性が高いのは「自分」「成

長」「近く」「関わる」であった。また、各要素間の

関連性（クラスター）を確認するため、共起ネット

ワークの図の中から「サブグラフ検出・媒介」を選

択したところ、�つのサブグラフが得られた（図

�）。

�つ目は、「自分」「子ども」「笑顔」「見る」「見

られる」（図では「見れる」と表記されている）「姿」

「日々」のまとまりである。たとえば、学生の記述

では「自分が関わって子どもの笑顔が見られたと

き」や「子どもの笑顔が見られて、自分も笑顔にな
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抽出語

―姿

10

出現回数

―

表�．「保育の喜び」の抽出語

抽出語

保育

出現回数抽出語出現回数

6

毎日成長

6

5喜ぶ52

6楽しい104

6一緒192

自分

考える7保護者

人生6関わる

関係10感じる

嬉しい7笑顔

見守る7

5信頼46

日々10子ども

感謝10見る

見られる16

5近く25

5楽しむ31

―時期13

5過ごす13

5

―生活12

図�．保育の喜びの共起ネットワーク 図�．保育の喜び（サブグラフ検出・媒介）



れたとき」などの内容である。したがって、学生は

子どもが笑顔で楽しそうに過ごしている姿を見るこ

とが保育の喜びであると捉えていると推察された。

�つ目は「保育」「楽しむ」「考える」「感じる」「成

長」のまとまりである。たとえば「自分が考えた保

育で、子どもが楽しんでくれたとき」や「日々の保

育の中で子どもの成長を感じられるところ」などの

記述である。つまり学生は、自らの関わりで子ども

が楽しんでくれること、子どもの成長を感じること

ができることが保育の喜びと捉えていると考えられ

た。

�つ目は「信頼」「関係」「関わる」「時期」「人生」

「見守る」のまとまりである。たとえば「子どもと

関わる中で信頼関係が築けたとき」「子どもが他人

との関わりで初めて信頼関係を築くことができる存

在になれたとき」「子どもの人生の大事な時期に携

われること」「子どもの人生の最初の時期に成長を

見守れること」などの記述である。よって、学生は

子どもの人生の大切な時期に関われること、子ども

との信頼関係が築けることが喜びであると捉えてい

ることが示唆された。

�つ目は「生活」「嬉しい」「楽しい」「毎日」「過

ごす」「近く」のまとまりである。たとえば「子ど

もと毎日過ごす中で楽しさや喜びが感じられるこ

と」「子どもの成長や笑顔を毎日近くで見られるこ

と」などの記述である。したがって、学生は子ども

が楽しく園生活を過ごしている様子を近くで見守る

ことができることが喜びと捉えていると考えられ

た。

そして�つ目は「保護者」（図では「保護」と表

記されている）「一緒」「喜ぶ」「感謝」のまとまり

である。たとえば「保護者にありがとうと感謝して

もらえたとき」「保護者に感謝され、安心して任せ

てもらえたとき」「保護者と一緒に子どもの成長を

喜べたとき」などの記述である。よって、学生は保

護者と一緒に喜べたり保護者から感謝されたりする

ことが、保育の喜びと捉えていると推察された。

（�）保育の大変さ

「保育の大変さはどのようなところにあると思い

ますか」と尋ね、自由記述で回答を求めた。「保育

の喜び」と同様、出現回数�以上の頻出語を共起

ネットワークによる手法で分析した。学生から得ら

れた254件のデータを分析対象とし、テキストマイ

ニングを行った。前処理を実行し、文章の単純集計

を行った結果、254の段落、511の文が確認された。

また、総抽出語数は2,137、異なり語数は396であっ

た。

表�は出現回数が�以上の語を示したものであ

る。出現回数が最も多いのは「子ども」（58回）で、

次いで「保護者」（55回）、「関係」（26回）、「対応」

（24回）であった。

また、共起ネットワークは図�のようであった。

なお、分析にあたっては、出現数による語の取捨選

択については最小出現数を�に設定し、描画する共

起関係の絞り込みは描画数を60に設定した。

図�に示すように、中心性が高いのは「子ども」

「保護者」「保育」であった。また、各要素間の関連

性（クラスター）を確認するため、共起ネットワー

クの図の中から「サブグラフ検出・媒介」を選択し

たところ、�つのサブグラフが得られた（図�）。

�つ目は「子ども」「気持ち」「理解」のまとまり

である。たとえば、学生の記述では「一人ひとりの

子どもの気持ちを理解すること」「何十人もの子ど
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抽出語

合わせる

5

人間

5

13

出現回数出現回数

時間

表�．「保育の大変さ」の抽出語

抽出語

関わり

―

5

出現回数抽出語出現回数

5

8

5

気持ち保護者

5

8

56仕事26

抽出語

7一人ひとり55

―

―

8給料58

命 低い

信頼

業務8責任

常に

少ない

個性8保育

重い

自分

安い11対応

―

―

安全9預かる

―

様々

関わる9

5理解24

連携14子ども

支援13関係

考える21

5人22

5援助23

5多い15

5準備21

5

5体力14



もを理解し、受け止め、援助していくこと」などの

内容である。つまり学生は、一人ひとりの子どもの

気持ちを理解し、援助することが保育の大変さであ

ると捉えていると推察された。

�つ目は「保育」「準備」のまとまりである。た

とえば「事前の準備が多いところ」「保育や教材の

準備、片づけなど」「家にいても、保育の準備など

をしないといけないこと」などの記述である。よっ

て、学生は保育をするための準備が大変であると捉

えていると考えられた。

�つ目は「命」「預かる」「責任」「重い」のまと

まりである。たとえば「子どもの命を預かっている

という責任があるところ」「命を預かる責任の重さ」

などの記述である。したがって、学生は子どもの命

を預かる責任の重さに大変さを感じていることが示

唆された。

�つ目は「保護者」「対応」「連携」「常に」「支援」

のまとまりである。たとえば「保護者との連携や対

応の難しさ」「保護者への支援」などの記述である。

つまり学生は、保護者との連携・対応が大変である

と捉えていると推察された。

�つ目は「人間」「関係」のまとまりである。た

とえば「他の保育者や保護者との人間関係」「人間

関係がとても重要で、壊れると修復が難しいとこ

ろ」などの記述である。よって、学生は他の保育者

や保護者などとの人間関係に大変さを感じていると

考えられた。

	つ目は「様々」「人」「関わり」「自分」「援助」

「合わせる」「個性」「一人ひとり」「考える」「関わる」

のまとまりである。たとえば「一人ひとりに応じた

援助をし、見通しを持って関わるところ」「一人ひ

とりの個性の把握」、「一人ひとりの子どもの発達に

合わせて適切な援助をしなければならないところ」

などの記述である。したがって、学生は一人ひとり

に応じた関わり・援助をすることが大変であると捉

えていることが示唆された。


つ目は「給料」「安い」「低い」「体力」のまと

まりである。たとえば「業務が多い割に給料が安い

ところ」「体力が必要なところ」などの記述である。

よって、学生は保育の仕事は業務が多いことや体力

を使う割に給料が安いことが大変であると捉えてい

ると推察された。

そして�つ目は「仕事」「業務」「多い」「少ない」

のまとまりである。たとえば「保育以外の業務が多

いところ」「持ち帰りの仕事が多いところ」などの

記述である。つまり学生は、保育の準備や仕事量の

多さに大変さを感じていると考えられた。

（�）「保育の喜び、大変さ」と「保育内容」との関連

「保育の喜び」と「保育の大変さ」について、そ

れぞれの抽出語を見ると、両方とも「子ども」が最

も多かった。「喜び」については192回、「大変さ」

は58回で、「喜び」のほうが圧倒的に多く、ほぼす

べての学生が「子ども」の語を記述していた。学生

が保育の喜びをイメージする際、自らの関わりに

よって子どもが楽しんでいる様子、子どもが自らと

の関わりの中で育っていく様子など、子どもと自分

との関わりをイメージしていると考えられた。
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図�．保育の大変さの共起ネットワーク 図�．保育の大変さ（サブグラフ検出・媒介）



学生が、子どもの人生の大切な時期に関わり、子

どもとの信頼関係が築けることが喜びであると捉え

ていたように、保育者と子どもの信頼関係は、子ど

もが園生活の中で様々なことを身に付けていく上で

の基盤となる。幼稚園教育要領の領域「人間関係」

の「� 内容の取扱い」には、以下のことが記述さ

れている。

（�）教師との信頼関係に支えられて自分自身の

生活を確立していくことが人と関わる基盤とな

ることを考慮し、幼児が自ら周囲に働き掛ける

ことにより多様な感情を体験し、試行錯誤しな

がら諦めずにやり遂げることの達成感や、前向

きな見通しをもって自分の力で行うことの充実

感を味わうことができるよう、幼児の行動を見

守りながら適切な援助を行うようにすること。

----（中 略）----

（�）集団の生活を通して、幼児が人との関わり

を深め、規範意識の芽生えが培われることを考

慮し、幼児が教師との信頼関係に支えられて自

己を発揮する中で、互いに思いを主張し、折り

合いを付ける体験をし、きまりの必要性などに

気付き、自分の気持ちを調整する力が育つよう

にすること。

（下線は筆者）

このように、子どもは安定した保育者との信頼関

係を土台にして、自己を発揮し、人と関わる力を身

に付けていく。学生も、実習等での学生自身の経験

や担任と子どもの関わりを見て、子どもと同じ目線

で物を見、考えることが、子どもを理解すること、

信頼関係を築くことにつながり、それが子どもの

様々な育ちに結びついていくことを実感し、それが

保育の喜びであると捉えるようになったのではない

か。

一方、学生は一人ひとりの子どもの気持ちを理解

し、それぞれに応じた援助をすること、保護者との

連携・対応に大変さを感じているということも明ら

かになった。一人ひとりを理解し、それぞれに応じ

た援助をすることは大変に感じているが、少しでも

それができ、子どもとの信頼関係が築けたと実感で

きると、喜びに変わることになるのかもしれない。

保育の喜びや大変さは、領域「人間関係」に含ま

れる内容とも関連があると考えられ、保育者が子ど

もと信頼関係を構築するには子どもとの関わりにお

いてどのようなことが大切であるのかを伝えていく

ことが必要である。

（�）将来的に保育者としていつまで働き続けたいか

「将来的に保育者としていつまで働き続けたいで

すか」の質問では、表�のように「イ．子どもが産

まれるまで」が45.4％と最も多く、次いで「ア．結

婚するまで」（24.8％）、「オ．体力の続く限り、い

つまでも働き続けたい」（12.1％）となっていた。

西村ら（2015）の結果では、「体力の続く限り、

いつまでも働き続けたい」（45.4％）、「子どもが産

まれるまで」（12.3％）、「結婚するまで」「子どもが

ある程度自立するまで」（10.1％）の順となってい

た。

全国社会福祉協議会の調査6)では、勤務継続意向

について、「現在の法人でずっと働き続けたい」が
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6) 前掲�）

回 答

表�．いつまで保育者として働き続けたいか（％）

項 目

※その他…「子どもが産まれたら辞めて、ある程度大きくなったら復職（8)」

「今は考えていない（2)」「嫌になるまで（2)」「すぐに辞めたい（2)」「長

くは続けたくない」「次にしたい仕事が見つかるときまで」「自分の納得の

いくまで」「ある程度の貯蓄ができたら」

64（45.4)イ．子どもが産まれるまで

カ．その他

2（ 1.4)エ．親の介護が始まるまで

17（12.1)オ．体力の続く限り、いつまでも働き続けたい

12（8.5)

35（24.8)ア．結婚するまで

11（ 7.8)ウ．子ども（我が子）がある程度自立するまで



45.0％と最も多かった。この結果は、社会福祉施設

全体においては、年齢が高くなるほど、また勤続年

数、業務経験年数が長くなるほど高くなる傾向が見

られ、「納得できる処遇条件・労働条件である」

「チーム、組織に貢献できる」と回答した人ほど継

続する意向が高い結果となっていた。

現職の保育者は長く仕事を続けたいと考え、専門

職としての意識が高いのに対し、学生は長く仕事を

続けるという意識が低かった。学生は、やりがいを

「非常に感じる」と回答していた子どもの喜ぶ姿や

成長する姿を見ること、保護者と関わる経験が、実

習以外ではほとんどなく、まだやりがいと感じる経

験が少ないこと、自分に子どもができれば自分で育

てたいという意識が強いこと、今後の自分の人生の

中で仕事がどれぐらいの位置を占めるのかについて

考えるまでには至っていないのではないかと推察さ

れる。

総合考察

本研究では、学生が進路選択で悩んだときの助

言・指導に役立てる資料とすることを目的として、

どのようなときに「保育のやりがい」を感じるか、

保育の喜びや大変さはどのようなところにあると思

うか、将来はいつまで働きたいと考えているかな

ど、学生の意識について調査を行った。

「保育のやりがい」を感じるときについては、「ア．

自分の仕事で子どもが喜んだとき」「イ．子どもの

成長を感じることができたとき」「ク．保護者から

感謝されたとき」に「非常に感じる」という回答が

85％を超え、「エ．上司に自分の仕事が認められた

とき」「キ．他の職員との協働で目標が達成できた

とき」も60％を超えていた。学生が実習等でも未経

験な事柄に関しては先の結果よりも低い値となって

いたが、給料や役職が上がることや仕事を任せられ

ることよりも、子どもの喜ぶ姿を見たり成長を感じ

ること、保護者からの感謝、組織の中で先輩保育者

や上司と円滑な人間関係を築き、認められるように

なることのほうが保育のやりがいがあると捉えてい

る学生が多いことが明らかにできた。

「保育の喜び」については、学生は、子どもが園

生活を楽しんで笑顔で過ごしている姿を見たり、子

どもの成長を感じることができること、子どもの人

生の大切な時期に関わり、子どもとの信頼関係を築

けること、保護者と一緒に子どもの成長を喜べたり

保護者から感謝されるところにあると捉えていた。

一方、「保育の大変さ」については、子どもの命

を預かる責任の重さ、子どもの気持ちを理解し、一

人ひとりに応じた関わり・援助をすること、職員同

士の人間関係、保護者との連携・対応、保育の準備

や仕事量の多さと体力を使う割に給料が安いところ

にあると捉えていた。

「将来的に保育者としていつまで働き続けたいで

すか」の質問では、西村ら（2015）の結果では「体

力の続く限りいつまでも働き続けたい」が45.4％、

全国社会福祉協議会の調査でも「現在の法人でずっ

と働き続けたい」が45.0％であったのに対し、いつ

までも働き続けたいと回答した学生は12.1％に留

まっていた。

学生が大変だと感じている「子どもの命を守る責

任」「一人ひとりを理解し、それぞれに応じた援助

をすること」は、保育者として最も大切なことであ

り、学生は様々な学びや実習等での経験から「子ど

も」という大枠の視点から「一人ひとり」の視点が

でき、「一人ひとりをしっかり受け止めていく」と

いう保育者としての自覚や責任感が芽生えつつある

ともいえる。

また、保育の喜びや大変さは、領域「人間関係」

に含まれる内容とも関連があることがわかった。一

人ひとりを理解し、信頼関係を構築するには、子ど

もとの関わりにおいてどのようなことが大切である

のかを伝えていくことが必要である。

今後、養成校として、一人ひとりの子どもに向き

合い、良い保育を提供することが子どもの喜びや成

長、保護者からの感謝につながること、またそれが

自分自身の成長や保育のやりがいに結びついていく

こと、そのことが感じられるようになるには時間も

努力も必要であることを伝え、大変さをやりがいに

変えていけるよう、指導の工夫や保育現場との連携

などを検討していきたいと考えている。
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